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(57)【要約】
【課題】システムの利用者のうち、どれだけの利用者が
当該システムを経由してモジュールを取得したのかを把
握し、ライセンス数を適切に管理することが可能な仕組
みを提供する。
【解決手段】クライアント端末に提供したモジュール数
と、モジュールの送信先であるクライアント端末の識別
情報とを記憶し、クライアント端末より、モジュールを
用いることにより利用可能な情報処理システムの利用者
通知を受信し、先ほどの利用者通知を用いることにより
、前記情報処理システムを利用する前記クライアント端
末の識別情報を記憶し、クライアント端末の識別情報と
を用いることにより、情報処理装置より前記モジュール
を取得したクライアント端末の数を算定する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末と接続可能であって、当該クライアント端末に提供するモジュールと
当該モジュールのライセンス情報を記憶管理する情報処理装置であって、
　前記クライアント端末に提供したモジュール数および該モジュールの送信先であるクラ
イアント端末の識別情報とを記憶する第一の記憶手段と、
　前記クライアント端末より、前記モジュールを用いることにより利用可能な情報処理シ
ステムの利用者通知を受信する利用者通知受信手段と、
　前記利用者通知受信手段で受信した利用者通知を用いることにより、前記情報処理シス
テムを利用する前記クライアント端末の識別情報を記憶する第二の記憶手段と、
　前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報と、前記第一の記憶手
段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用いることにより、前記情報処理装置
より前記モジュールを取得したクライアント端末の数を算定する算定手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記クライアント端末より前記モジュールのアンインストール指示を受け付ける指示受
付手段と、
　前記指示受付手段で前記クライアント端末より前記モジュールのアンインストール指示
を受け付けたときに、前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報と
、前記第一の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用いることにより
、前記クライアント端末が前記情報処理装置より前記モジュールを取得したか否かを判定
する判定手段と、
　前記判定手段で前記クライアント端末が前記情報処理装置より前記モジュールを取得し
たと判定された場合に、前記クライアント端末より前記モジュールのアンインストールの
実行が可能である旨を通知する第一の通知手段と
　を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記判定手段で前記クライアント端末が前記情報処理装置より前記モジュールを取得し
ていないと判定された場合に、前記クライアント端末より前記モジュールのアンインスト
ールの実行ができない旨を通知する第二の通知手段を備えることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　複数の前記情報処理装置の通信により、前記第一の記憶手段で記憶した前記クライアン
ト端末に提供したモジュール数および該モジュールの送信先であるクライアント端末の識
別情報を同期する同期手段
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　クライアント端末と接続可能であって、前記クライアント端末に提供したモジュール数
および該モジュールの送信先であるクライアント端末の識別情報とを記憶する第一の記憶
手段と、情報処理システムを利用する該クライアント端末の識別情報を記憶する第二の記
憶手段と、該クライアント端末に提供するモジュールと当該モジュールのライセンス情報
を記憶管理する情報処理装置の制御方法であって、
　前記情報処理装置の利用者通知手段が、前記クライアント端末より、前記モジュールを
用いることにより利用可能な情報処理システムの利用者通知を受信する利用者通知受信ス
テップと、
　前記情報処理装置の算定手段が、前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末
の識別情報と、前記第一の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用い
ることにより、前記情報処理装置より前記モジュールを取得したクライアント端末の数を
算定する算定ステップ
　とを含むことを特徴とする制御方法。
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【請求項６】
　クライアント端末と接続可能であって、前記クライアント端末に提供したモジュール数
および該モジュールの送信先であるクライアント端末の識別情報とを記憶する第一の記憶
手段と、情報処理システムを利用する該クライアント端末の識別情報を記憶する第二の記
憶手段と、該クライアント端末に提供するモジュールと当該モジュールのライセンス情報
を記憶管理する情報処理装置を制御するプログラムであって、
　前記クライアント端末より、前記モジュールを用いることにより利用可能な情報処理シ
ステムの利用者通知を受信する利用者通知受信手段と、
　前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報と、前記第一の記憶手
段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用いることにより、前記情報処理装置
より前記モジュールを取得したクライアント端末の数を算定する算定手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータで読み取り実行可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クライアントサーバ型のシステムで用いられる情報処理装置で実行するモジ
ュールのライセンス管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、クライアント端末とサーバとを含むクライアントサーバシステムにおいて、クラ
イアント端末がサーバからクライアント用アプリケーションプログラムをダウンロードし
、このダウンロードしたプログラムの自動インストール機能を実現したものが知られてお
り、本発明のウェブ会議システムにおいても、クライアント端末がサーバからアプリケー
ションプログラムをダウンロードする形態が考えられる。
【０００３】
　このような自動インストール機能は、クライアント端末とサーバに存在するＯＳ（オペ
レーティングシステム）によって実現されている。また、クライアント端末にインストー
ルされたクライアント用アプリケーションプログラムは、サーバにて管理される起動許可
情報（ライセンス情報）に基づいて起動が制御されるものであった。
【０００４】
　このライセンス情報は、上記クライアント用アプリケーションプログラムの起動が許可
されるクライアント端末の総数で示されることが一般的であり、従来のライセンス情報の
管理では、各クライアント端末にダウンロードされたクライアント用アプリケーションプ
ログラムに基づいて各クライアント端末がサーバのサーバ用ライセンス管理部にアクセス
し、サーバ側で上記ライセンス数を超えないように制限することで、クライアント用アプ
リケーションプログラムのライセンス管理を行っていた。
【０００５】
　しかしながら、上記のようなシステムにおいて、クライアント用アプリケーションプロ
グラムのダウンロードは、このプログラムの起動要求時にＯＳにより自動的に行われるた
め、何台のクライアント端末にクライアント用アプリケーションプログラムがダウンロー
ドされたのかをアプリケーションプログラムでは管理できず、同時にサーバにアクセスさ
れない限り、どのクライアント端末からもアクセスが可能になってしまうという問題があ
った。
【０００６】
　このような問題を解決するために、サーバからクライアント端末にクライアント用アプ
リケーションプログラムをダウンロードしてインストールするクライアントサーバシステ
ムにおいて、許可したライセンス数分の固定のクライアント端末からのみクライアント用
アプリケーションプログラムの起動を可能としたクライアントライセンスの管理システム
が開示されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－２３８８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記の特許文献１に開示された技術によれば、サーバ内の残ライセンス数を確認し、残
ライセンス数が１以上であればサーバ用ライセンス管理部の残ライセンス数を１減算し、
クライアント用ライセンス管理部にライセンスを登録してクライアント用アプリケーショ
ンプログラムを起動し、また、残ライセンス数が０であればクライアント用ライセンス管
理部によりクライアント用アプリケーションプログラムを起動しないように制御すること
が可能である。
【０００９】
　ところで、クライアントサーバ型のシステムを利用する場合に、クライアント用アプリ
ケーションプログラムとは別のモジュールを必要とする場合がある。例えば、ＴＶ会議シ
ステムやウェブ会議システムでは、相手側の様子を静止画や動画で表示するために、モジ
ュール（例えば、ＭＰＥＧ－４）などを必要としている場合がある。
【００１０】
　この時に、クライアント端末にはクライアント用アプリケーションと、モジュールのそ
れぞれをインストールをする。このモジュールは、クライアント用アプリケーション向け
のオリジナルではなく、別のアプリケーションをクライアント端末で使用するために汎用
的なものである場合が多い。そのため、ユーザは、クライアント用アプリケーションと、
アプリケーションを使用する際に必要となるモジュールを別々の経路でダウンロードをす
ることも考えられ、システムの管理者にとっては、システムの利用者数に対して、どれだ
けの利用者が本システム経由でモジュールをダウンロードしているのか困難であった。
【００１１】
　そこで、本発明は、システムの利用者のうち、どれだけの利用者が当該システムを経由
してモジュールを取得したのかを把握し、そこからライセンス数を適切に管理することが
可能な仕組みを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　即ち、本発明は、クライアント端末と接続可能であって、当該クライアント端末に提供
するモジュールと当該モジュールのライセンス情報を記憶管理する情報処理装置であって
、前記クライアント端末に提供したモジュール数および該モジュールの送信先であるクラ
イアント端末の識別情報とを記憶する第一の記憶手段と、前記クライアント端末より、前
記モジュールを用いることにより利用可能な情報処理システムの利用者通知を受信する利
用者通知受信手段と、前記利用者通知受信手段で受信した利用者通知を用いることにより
、前記情報処理システムを利用する前記クライアント端末の識別情報を記憶する第二の記
憶手段と、前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報と、前記第一
の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用いることにより、前記情報
処理装置より前記モジュールを取得したクライアント端末の数を算定する算定手段とを備
えることを特徴とする。
　更に、本発明の情報処理装置は、前記クライアント端末より前記モジュールのアンイン
ストール指示を受け付ける指示受付手段と、前記指示受付手段で前記クライアント端末よ
り前記モジュールのアンインストール指示を受け付けたときに、前記第二の記憶手段で記
憶した前記クライアント端末の識別情報と、前記第一の記憶手段で記憶した前記クライア
ント端末の識別情報とを用いることにより、前記クライアント端末が前記情報処理装置よ
り前記モジュールを取得したか否かを判定する判定手段と、前記判定手段で前記クライア
ント端末が前記情報処理装置より前記モジュールを取得したと判定された場合に、前記ク
ライアント端末より前記モジュールのアンインストールの実行が可能である旨を通知する
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通知手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、システムの利用者のうち、どれだけの利用者が当該システムを経由し
てモジュールを取得したのかを把握し、そこからライセンス数を適切に管理することが可
能な仕組みを提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明にかかるウェブ会議システムのシステム構成の一例を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態において、ウェブ会議サーバ１０１およびクライアント端末
１１０のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態において、ウェブ会議サーバ１０１が記憶するデータテーブ
ル構成の一例を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態におけるデータ送受信処理例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態のウェブ会議サーバ１０１およびクライアント端末１１０の
機能構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜第一の実施例＞
　以下、添付図面を参照しながら、本発明に係るウェブ会議システムでのモジュールライ
センス管理の実施形態について詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る情報処理装置を含むウェブ会議システムの一例を示すシステム構
成図である。本発明の情報処理装置に好適なクライアント端末１１０は、例えば、パーソ
ナルコンピュータであり、ネットワーク通信機能を備え、ＬＡＮ１０５（ローカルエリア
ネットワーク）を介してウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２、録音用サーバ１
０３とデータ通信が可能である。
【００１６】
　クライアント端末１１０は、ウェブ会議システムを利用するユーザが操作するパーソナ
ルコンピュータであり、ウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２および録音用サー
バ１０３へアクセスするためのウェブブラウザ、及び専用のモジュールがインストールさ
れている。なお、この専用のモジュールは、例えば、ウェブブラウザを介して、ウェブ会
議サーバ１０１からダウンロードするＡｃｔｉｖｅＸコンポーネントである。なお、ウェ
ブ会議において自身の動画像を送信する場合は、ウェブカメラ（不図示）を、音声を送信
する場合は、マイク（不図示）を接続する。また、相手の音声を視聴するためにはスピー
カ（不図示）を接続する。
【００１７】
　ウェブ会議サーバ１０１は、ウェブブラウザを利用したウェブ会議を実現するためのサ
ーバである。クライアント端末１１０はウェブ会議サーバ１０１へアクセスすることによ
り、ウェブ会議画面（インターフェース）を取得してウェブ会議を行うことができる。
【００１８】
　図２は、ウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２および録画用サーバ１０３なら
びにクライアント端末１１０のハードウェア構成を示す図である。
【００１９】
　図２に示すように、ウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２、録画用サーバ１０
３およびクライアント端末１１０では、システムバス２０４を介してＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒ
ａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）２０２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２０３、入力コ
ントローラ２０５、ビデオコントローラ２０６、メモリコントローラ２０７、通信Ｉ／Ｆ
コントローラ２０８が接続される。
【００２０】
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　ＣＰＵ２０１は、システムバス２０４に接続される各デバイスやコントローラを統括的
に制御する。
　ＲＯＭ２０３あるいは記憶装置である外部メモリ２１１は、ＣＰＵ２０１が実行する制
御プログラムであるＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）
やＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）や、本データ先指定方法を実現するための
コンピュータ読み取り実行可能なプログラムおよび必要な各種データ（データテーブルを
含む）を保持している。
【００２１】
　ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリ、ワークエリア等として機能する。ＣＰＵ２
０１は、処理の実行に際して必要なプログラム等をＲＯＭ２０３あるいは記憶装置である
外部メモリ２１１からＲＡＭ２０２にロードし、ロードしたプログラムを実行することで
各種動作を実現する。
【００２２】
　入力コントローラ２０５は、キーボード２０９からの入力を制御する。ビデオコントロ
ーラ２０６は、表示部の一例であるＣＲＴ２１０への表示出力を制御する。メモリコント
ローラ２０７は、外部メモリ２１１に記憶されている情報を読み出しと、外部メモリ２１
１への情報の書き込みを制御する。
【００２３】
　通信Ｉ／Ｆコントローラ２０８は、通信回線と接続してデータの送受信の制御を行う。
クライアント端末の場合、通信Ｉ／Ｆコントローラ２０８は、ＬＡＮ１０５を介するデー
タの送受信を制御し、一方、ウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２、録画用サー
バ１０３の場合、通信Ｉ／Ｆコントローラ２０８は、同様にＬＡＮ１０５を介するデータ
の送受信の制御と、公衆回線１０６を介するデータの送受信の制御も行うものとする。
【００２４】
　なお、ウェブ会議サーバ１０１、傍聴用サーバ１０２、録画用サーバ１０３の外部メモ
リ２１１には、後述する図３のダウンロード数ログファイルが格納されているものとする
。そして、後述の図面で説明をするフローチャートを実行するためのコンピュータ読み取
り実行可能なプログラムも、この外部メモリ２１１に記憶されているものとする。また、
ウェブ会議サーバ１０１の外部メモリ２１１には、ウェブ会議システムを利用するユーザ
データベース（不図示）が記憶されている。
【００２５】
　なお、外部メモリ２１１は情報を永続的に記憶するための媒体であって、その形態をハ
ードディスク等の記憶装置に限定するものではない。例えば、ＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔ
ａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）などの媒体であってもよい。
【００２６】
　図４を用いて、本発明の実施の形態における処理について説明をする。本フローチャー
トは、外部メモリ２１１に格納された本発明のプログラムが、クライアント端末あるいは
ウェブ会議サーバのＲＡＭ２０２をワークエリアとしてＣＰＵ２０１が実行することによ
り実現される。
【００２７】
　まず、ステップＳ４０１において、クライアント端末１１０は、ユーザ操作を受け付け
ることによりウェブ会議の開始指示をウェブ会議サーバ１０１に送信し、ウェブ会議画面
の取得要求を行う。なお、ウェブ会議の開始指示は、ウェブ会議の初期メニュー画面（不
図示）に表示されている「ウェブ会議開始」ボタンの押下を受け付けることにより、開始
指示をウェブ会議サーバに送信する。ウェブ会議画面取得要求の方法は、ＨＴＴＰに基づ
いたリクエストであるＨＴＴＰリクエストをサーバーに向かって送信している。
【００２８】
　ステップＳ４０２において、ウェブ会議サーバ１０１はクライアント端末１１０からウ
ェブ会議の開始指示（ＨＴＴＰリクエスト）を受け付けると、受信したＨＴＴＰリクエス
トから、リクエストのタイプ、リクエストされたファイル、その他パラメータなどを取得
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して、必要な処理を行った上で、クライアント端末１１０にレスポンスを送信する。レス
ポンス情報としては、クライアント端末１１０で表示するウェブ会議画面を送信する（ス
テップＳ４０３）。ステップＳ４０４では、クライアント端末１１０が、ウェブ会議画面
を受信して表示部（ディスプレイ２１０）に表示する。
【００２９】
　次に、クライアント端末１１０は、ウェブ会議を始めるにあたり、本ウェブ会議システ
ムを利用するのに必要なクライアントモジュールがインストールされているか否かの確認
を行う。クライアントモジュールがインストールされていない場合（ステップＳ４０４－
２でＮＯ）には、ステップＳ４０５に進む。また、既にクライアントモジュールがインス
トールされている場合（ステップＳ４０４－２でＹＥＳ）には、次のステップＳ４０５～
ステップＳ４０８の処理は行わず、ステップＳ４０９に進む。
【００３０】
　ステップＳ４０５では、前ステップＳ４０４－２でクライアントモジュールがインスト
ールされていないと判定された場合に、クライアント端末１１０がウェブ会議サーバ１０
１に対してクライアントモジュールの取得要求を送信する。
【００３１】
　ウェブ会議サーバ１０１は、クライアントモジュールの取得要求を受け付けると、ステ
ップＳ４０７において、クライアントモジュールを送信する。ステップＳ４０８において
、クライアント端末１１０は、クライアントモジュールをダウンロードする。
【００３２】
　ステップＳ４０９において、クライアント端末１１０は、ウェブ会議サーバ１０１に対
して、ライセンス情報の取得要求を送信する。このタイミングで、クライアント端末１１
０は、ウェブ会議サーバ１０１で対応しているウェブ会議システムのライセンス情報を取
得するために問合せを行う。ウェブ会議システムを実行するにあたり、ウェブ会議サーバ
１０１は、例えば、動画（例えばＭＰＥＧ－４）や静止画（例えばＪＰＥＧ２０００）の
ライセンスを保有している。このいずれかのライセンスを保有しているかによって、これ
以降のステップにおいて、動画再生モジュール（例えばＭＰＥＧ－４）のインストーラを
クライアント端末にインストールするか否かが決定する。すなわち、ライセンス情報とは
ウェブ会議サーバ１０１で保有しているウェブ会議システムを実行するためのモジュール
の発行権限を指している。
【００３３】
　ステップＳ４１０において、ウェブ会議サーバ１０１は、ライセンス情報の取得要求を
受け付けると、本装置で保有しているウェブ会議システム再生のための再生モジュールの
ライセンス情報を確認し、ステップＳ４１１において、要求のあったクライアント端末１
１０に対してライセンス情報を発行する。ステップＳ４１２でクライアント端末１１０は
、ライセンス情報を取得する。
【００３４】
　ステップＳ４１３において、ウェブ会議サーバ１０１が保有している再生モジュールの
確認を行う。具体的には、ウェブ会議サーバ１０１が保有しているライセンス情報が動画
再生モジュール（例えば、ＭＰＥＧ－４）であるか否かを確認し、動画再生モジュールが
利用可能であれば、ステップＳ４１４に進む。動画再生モジュールを発行できない（ライ
センス情報を保有していない）ウェブ会議サーバ１０１であれば、本シーケンスチャート
による処理を終了させる。
【００３５】
　ステップＳ４１４では、クライアント端末１１０に既に動画再生モジュールがインスト
ールされているか否かを確認する。インストールされている場合には、ステップＳ４２０
に進んで映像を表示し、ウェブ会議を開始する。既にインストールされている状況とは、
以前にクライアント端末１１０が本発明のウェブ会議システムに用いられてたことがあり
、ウェブ会議サーバ１０１からインストールされている場合のことを指す。その他に、他
のシステム利用に際して、本実施の形態で用いられる動画再生モジュールと同じものが既
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にクライアント端末１１０にインストールされている場合もある。動画再生モジュールが
インストールされていない場合には、ステップＳ４１５に進み、ウェブ会議サーバ１０１
に対して動画再生モジュールのインストーラ取得要求を送信する。
【００３６】
　ステップＳ４１６において、ウェブ会議サーバ１０１は、クライアント端末１１０から
の動画再生モジュールのインストーラ取得要求を受け付けると、ステップＳ４１７におい
て、クライアント端末１１０に対して動画再生モジュールのインストーラを送信する。ス
テップＳ４１９において、ウェブ会議サーバ１０１は、動画再生モジュールのインストー
ラの発行数を記録すべく、ダウンロード数ログファイルを生成する。ウェブ会議サーバ１
０１は、自身の保有するライセンス情報に基づきインストーラ発行数の上限が定められて
いるため、クライアント端末１１０にインストーラを発行した数を記憶しておかないと、
無制限にインストーラを発行することが可能になってしまう。この状況を防ぐために、ク
ライアント端末１１０によってダウンロードされた数を記録しておく必要がある。なお、
ダウンロード数ログファイルは、後述の図３において詳細に説明をする。
【００３７】
　ステップＳ４１８において、クライアント端末１１０は、動画再生モジュールのインス
トーラをダウンロードする。ダウンロード後、クライアント端末に動画再生モジュールが
インストールされると、ステップＳ４２０で、クライアント端末１１０は、ウェブ会議シ
ステムを利用すべく、利用者通知を送信する。
【００３８】
　ステップＳ４１９において、ウェブ会議サーバ１０１は、動画再生モジュールをダウン
ロードしたクライアント端末１１０のログ（ダウンロード情報）を生成する。ここで生成
されるダウンロード情報は、図３に示す情報を備えている。
【００３９】
　また、ステップＳ４２１において、クライアント端末１１０からウェブ会議システムの
利用通知を受信すると、利用者数ログファイルを更新する。
【００４０】
　図３は、ステップＳ４１９においてウェブ会議サーバ１０１が、動画再生モジュールの
インストーラを発行したクライアント端末１１０の数を記録するためのダウンロード数ロ
グファイルのデータテーブル構成を示す図である。
【００４１】
　３０１は、クライアント端末を一意に識別する情報である。例えば、クライアント端末
情報は、パーソナルコンピュータのシリアル番号や、ＭＡＣアドレス、管理番号等が本項
目に記録される。
【００４２】
　３０２は、モジュールをインストールした日時を示す登録日時の情報であり、ウェブ会
議サーバ１０１がクライアント端末１１０にモジュールのインストーラを送信した日時が
本項目には記録される。
【００４３】
　３０３は、更新日時を示す情報である。初めて動画再生モジュールをダウンロードする
クライアント端末１１０であれば登録日時の情報と同じ日時の値が記録され、すでに一度
登録を行っているクライアント端末１１０であれば、今回モジュールを取得した日時が本
項目に記録される。
【００４４】
　また、ライセンス発行数３００を記録しておくことにより、ダウンロード数ログファイ
ルを生成した数と、動画再生モジュールを発行した数とを一致させる。
【００４５】
　図３のダウンロード情報を記録しておくことにより、ウェブ会議サーバ１０１は、どの
クライアント端末１１０に動画再生モジュールのライセンスを附与したか容易に確認する
ことが可能になる。
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【００４６】
　図５は、本発明のウェブ会議システムに用いられるウェブ会議サーバ１０１の機能構成
を示すブロック図である。
　ウェブ会議サーバ１０１は、本実施の形態のユーザ管理部５０１、ルーム管理部５０２
、予約管理部５０３、システム管理部５０４をウェブ会議システムの予約システム５００
として備えている。
　また、ダウンロード数制御部５１２、利用者数制御部５１３、入退室制御部５１４、メ
ディア制御部５１５を呼応制御部５１１として備えており、またメディアデータ配信制御
部５２０を備えているビデオ会議部５１０がある。
【００４７】
　＜第二の実施例＞
　第一の実施例においては、ウェブ会議サーバ１０１がクライアント端末１１０にクライ
アント用アプリケーションおよび動画再生モジュールを送信し、モジュールのダウンロー
ド数およびダウンロードしたクライアント端末１１０の識別番号を記憶していた。第二の
実施例においては、傍聴用サーバ１０２、録音用サーバ１０３など、本来のウェブ会議サ
ーバ１０１の働きとは異なる、特別なサーバがウェブ会議システムの構成に組み込まれて
いる場合、若しくはウェブ会議サーバ１０１を複数台用いることにより本実施の形態にお
けるウェブ会議システムを実現している場合について説明をする。
【００４８】
　傍聴用サーバ１０２、および録音用サーバ１０３は、ウェブ会議サーバ１０１と同様、
クライアント端末１１０からクライアント用アプリケーションの取得要求を受け付けてク
ライアント用アプリケーションを発行すると、動画再生モジュールのライセンス情報を発
行する（クライアント端末１１０に、動画再生モジュールがインストールされていない場
合）。
【００４９】
　この時、それぞれの１０１～１０３のサーバは、それぞれアクセスを受け付けたクライ
アント端末１１０の識別情報（図３の３０１）を記憶して、ダウンロード数ログファイル
を生成する。この場合、それぞれのサーバに、モジュールのダウンロード数およびクライ
アント端末の識別情報が記憶されるため、適切なタイミングでサーバに記憶されている情
報を同期をする必要がある。
【００５０】
　例えば、クライアント端末１００が、ウェブ会議サーバ１０１にアクセスしてウェブ会
議に参加し、動画再生モジュールをインストールした後に、録画用サーバ１０３にアクセ
スした場合、録画用サーバ１０３は、クライアント端末１１０の識別情報を記憶していな
いため、当該クライアント端末が、本ウェブ会議システムを経由して動画再生モジュール
をインストールしたのか、外部のシステムを経由してインストールしたのかを判断するこ
とができない。また、ウェブ会議システムとしてモジュールのダウンロード数に上限があ
る場合、それぞれのサーバでのみダウンロード数の記憶管理を行っていても、システムと
しての総数が把握できないため、定められたライセンス数を超えて発行してしまうおそれ
もある。
【００５１】
　そこで、ウェブ会議システムを構成しているサーバは、それぞれ、クライアント端末の
ダウンロード数ログファイルを記憶しておき、定期的にシステムの親サーバ（中心的な役
割を果たす、処理速度等のスペックが高いサーバなど）に、ダウンロード数ログファイル
および、クライアント端末の識別情報を送信して、情報の同期を図る。若しくは、それぞ
れのサーバがお互いの情報を送信して、全てのサーバが同じ情報を揃えておくことが望ま
しい。
【００５２】
　以上、第二の実施形態においては、一つのサーバ、若しくは全てのサーバにクライアン
ト端末１１０のダウンロード数およびダウンロードしたクライアント端末の識別情報を記
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憶させておくことにより、クライアント端末１１０が通常とは異なる使用方法でウェブ会
議システムにアクセスした場合であっても、動画再生モジュールを本ウェブ会議システム
を経由してインストールしたのか、外部からインストールしたのかを把握することが可能
になる。
【００５３】
　なお、通常のクライアント―サーバ型システムにおいて、クライアント端末１１０にイ
ンストールされる動画再生モジュールは、当該システム（本実施の形態で言うところのウ
ェブ会議システム）にのみ用いられる専用の動画再生モジュールという訳ではなく、他の
アプリケーション利用時にも適用可能な規格のモジュールを想定している（例えば、ＭＰ
ＥＧ－４）。そのため、クライアント端末から、クライアント用アプリケーション（若し
くは、クライアントモジュール）をアンインストールする場合に全てのクライアント端末
１１０から動画再生モジュールをアンインストールすることができなかった（動画再生モ
ジュールが別のクライアント用アプリケーションに適用されている可能性が高いため）。
【００５４】
　しかしながら、本実施の形態においては、ダウンロード時に、クライアント端末の識別
情報（図３の３０１）と、クライアント端末１１０からの利用者通知（ステップＳ４２１
で、クライアント端末の識別情報を受信）とをウェブ会議サーバ１０１で記憶管理してい
ることから、実際の利用者のうち、本ウェブ会議システム経由でモジュールを取得した利
用者であれば、クライアント用アプリケーションのアンインストール時に、当該モジュー
ルも同時にアンインストールをすることが可能である。
【００５５】
　本実施の形態では、クライアント用アプリケーションのアンインストール指示をクライ
アント端末１１０で受け付けると、ウェブ会議サーバ１０１にクライアント用アプリケー
ションと動画再生モジュールのアンインストール指示と、クライアント端末の識別情報（
図３の３０１）を送信する。ウェブ会議サーバ１０１は、クライアント端末１１０からの
アンインストール指示およびクライアント端末情報を受け付けると（指示受付手段に相当
）、当該クライアント端末にインストールされているモジュールも同時にアンインストー
ルすべきか否かを判定する。動画再生モジュールをインストールする時に、ウェブ会議サ
ーバ１０１に記憶しているダウンロード数ログファイル（図３）から、クライアント端末
の端末識別情報３０１を取得することが可能である。よって、クライアント端末１１０か
らクライアントモジュール（クライアント用アプリケーション）をアンインストールする
場合には、クライアント端末１１０の端末識別情報３０１を確認すれば、本ウェブ会議シ
ステムの利用に際してダウンロードした動画再生モジュールであるか否かを判断すること
が可能になる。
【００５６】
　本ウェブ会議システムの利用に際してダウンロードした動画再生モジュールであると判
断された場合には、クライアント端末１１０に対して、動画再生モジュールをアンインス
トール可能である旨を通知することが可能である。また、本ウェブ会議システムの利用に
際してダウンロードした動画再生モジュールではなければ、クライアント用アプリケーシ
ョンのアンインストール時に、当該モジュールの同時アンインストールは行わないものと
する。
【００５７】
　更に、本発明におけるウェブ会議システムの実施の形態では、ウェブ会議システムの利
用に、利用者通知（具体的には、端末識別情報）を送信している（ステップＳ４２１）。
ウェブ会議サーバ１０１で、ウェブ会議システムの利用者数ログファイルおよびダウンロ
ード数ログファイルのそれぞれ記憶されている端末識別情報（３０１）を突き合わせする
ことにより、全ユーザの中から、本ウェブ会議システムを経由して動画再生モジュールを
インストールしたユーザ（クライアント端末１１０）はどれだけいるのかを、算定するこ
とが可能である（本発明の算定手段に相当する）。これにより、本ウェブ会議システムの
利用者マーケティングのツールとなどに用いられることが想定される。
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【００５８】
　更に、別のユースケースとしては、本ウェブ会議システムに使用されるクライアント端
末１１０（利用者数ログファイルから取得できるクライアント端末１１０の情報）のうち
、本ウェブ会議システムから動画再生モジュールをダウンロードしたクライアント端末１
１０の正確な数を取得することにより、ダウンロード数に応じてライセンスロイヤリティ
の支払料が変動するような場合には、動画再生モジュールの利用者数を基準とした算定で
はなく、本ウェブ会議システムからのダウンロード数を基準とした支払料金の算定方法を
採用することが可能になり、モジュールの頒布者にとっては、適切な金額でのロイヤリテ
ィ支払いを実現するための手段となりうる。
【００５９】
　上記のとおり、本発明によれば、システムの利用者のうち、どれだけの利用者が当該シ
ステムを経由してモジュールを取得したのかを把握し、そこからライセンス数を適切に管
理することが可能な仕組みを提供することが可能になる。
【００６０】
　具体的に、本発明は、クライアント端末と接続可能であって、当該クライアント端末に
提供するモジュールと当該モジュールのライセンス情報を記憶管理する情報処理装置であ
って、前記クライアント端末に提供したモジュール数および該モジュールの送信先である
クライアント端末の識別情報とを記憶する第一の記憶手段と、前記クライアント端末より
、前記モジュールを用いることにより利用可能な情報処理システムの利用者通知を受信す
る利用者通知受信手段と、前記利用者通知受信手段で受信した利用者通知を用いることに
より、前記情報処理システムを利用する前記クライアント端末の識別情報を記憶する第二
の記憶手段と、前記第二の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報と、前記
第一の記憶手段で記憶した前記クライアント端末の識別情報とを用いることにより、前記
情報処理装置より前記モジュールを取得したクライアント端末の数を算定する算定手段と
を備えることを特徴とする。
　なお、本実施の形態では、ウェブ会議システムを代表例とするクライアント―サーバ型
の情報処理システムにおける、モジュールのライセンス管理方法について説明をしたが、
本発明は、ウェブ会議システムにのみ適用されるものではなく、クライアント―サーバ型
の情報処理システムであって、サーバからクライアント端末で使用するためのモジュール
を発行する構成をとっている情報処理システムであれば、適用可能であることは言うまで
もない。
【００６１】
　なお、上述した各種データの構成及びその内容はこれに限定されるものではなく、用途
や目的に応じて、様々な構成や内容で構成されることは言うまでもない。
　また、本発明におけるプログラムは、図４に示すフローチャートの処理方法をコンピュ
ータが実行可能なプログラムであり、本発明の記憶媒体は図４の処理方法をコンピュータ
が実行可能なプログラムが記憶されている。なお、本発明におけるプログラムは図４の各
装置の処理方法ごとのプログラムであってもよい。
【００６２】
　以上のように、前述した実施形態の機能を実現するプログラムを記録した記録媒体を、
システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰ
ＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムを読出し実行することによっても、本発
明の目的が達成されることは言うまでもない。
　この場合、記録媒体から読み出されたプログラム自体が本発明の新規な機能を実現する
ことになり、そのプログラムを記憶した記録媒体は本発明を構成することになる。
【００６３】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハー
ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、シリコンディスク、ソリ
ッドステートドライブ等を用いることができる。
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【００６４】
　また、コンピュータが読み出したプログラムを実行することにより、前述した実施形態
の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼働
しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全部を行い、そ
の処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもな
い。
【００６５】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００６６】
　さらに、本発明を達成するためのプログラムをネットワーク上のサーバ、データベース
等から通信プログラムによりダウンロードして読み出すことによって、そのシステムある
いは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。
　なお、上述した各実施形態およびその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれ
るものである。
【符号の説明】
【００６７】
　１０１　ウェブ会議サーバ
　１０２　傍聴用ウェブ会議サーバ
　１０３　録音用ウェブ会議サーバ
　１１０　クライアント端末
　１０５　ＬＡＮ
【図１】 【図２】
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